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Dr. Yamamotoは東京大学農学部獣医学専攻を卒業後、米国ベイラー医
科大学Dr. Hugo Bellenラボにて学位を取得し、ごく最近独立された、新進
気鋭のショウジョウバエ研究者です。今回来日された機会に、順天堂大学に
おいて講演をお願いしました。
最先端の研究の話（Yamamoto S et.al., Science, 338 (6111): 1229-

1232)の他、世界最大の医療研究複合施設Texas Medical Centerでショウ
ジョウバエの研究をする理由（モデル動物のがん研究への貢献）、日本と米
国の研究環境の違い、米国での学位取得方法などについても経験を交えて
お話いただく予定です。多数の御来聴をお待ち致しております。


